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テーマ 
 豊かな感性に ときめく心を 

～互いに学び合い、高め合い、表現する力を育む指導のあり方～ 

日 時 令和 元年 ６月 ２８日（金） 

会 場  石狩市立花川小学校 

講 師   高倉  弘光氏 
（肩書：）筑波大学附属小学校 教諭 

参加者  約 ３４名 

研修会 

の 

様 子 

写真貼付 

写真貼付 

 公開授業は、花川小学校の 1 年生を対象に行わ

れました。この授業は「小学校入学期における音楽

作りの導入はいかにすべきか。」ということをテーマに

しており、「あそび」をキーワードに音楽作りに触れさせ

ていこうという意図で、授業が組み立てられていまし

た。 

 本授業は、「音を出したり言葉を唱えたりする方法

がさまざまにあることに気づき、どのように表すかにつ

いて思いを持つことができる」ことがねらいとされてい

ました。このねらい達成のために、まずは「音」に自然

に意識が向くようなしかけを組み入れながら、音楽遊

びを行いました。子どもたちの反応を見極めて、的確

に声を掛けたり、子どもたちの反応の理由を聞き取っ

たりすることで、子どもたちの学習意欲と集中力が非

常に高まっていました。 

 

 

 次に行った手拍子回しでは、輪になって座り一人一

発の手拍子を回していきました。「手拍子で、一人一

発で」というルールだったのですが、子どもたちは非常

に自由な発想で、手以外の所も使って音を出してい

ました。それに対し、高倉先生は「面白い表現」として

認めていました。認められることで子どもたちは「もっと

面白い表現にしよう。」と更に考え、表現の楽しさを感

じていました。授業後、この点について先生は、「『手』

という枠からちょっとはみ出すくらいで良いと思ってい

る。どこまでを許容するかを自分の中で考えておくこと

が大切だ。」と話されていました。 

 

写真貼付 
 最後に自分の名前を唱えるという活動を行いまし

た。名前を唱える時に、「面白いリズム」が自然と生ま

れ、言葉の唱え方にもさまざまな方法があることに活

動を通して気づいていくことができました。悩んでいる

子にはたくさんのヒントを与え、面白いリズムは褒めて

いったことで、全員が、「自分の名前を面白いリズム

で言えた」と満足していました。1 年生のこの時期で

も、こんなに色々考えて「音楽作り」を楽しむことがで

きることを教えていただいた授業でした。 

 

 

 



  

 授業後は、授業についてのお話や、新学習指導要

領についてのお話を聞いた後、参加者で「早口言葉」

を使った音楽作りを行いました。「早口言葉を 1 つま

たは 2 つ使い、それをどう切ってもつなげても良い」と

いうルールで 4 人一組のグループを作って取り組み

ました。どのように音を重ねるか、強弱は、終わり方は

など話し合い、試行錯誤しながら 1つの作品を作って

発表しました。この試行錯誤の時間がとても楽しく、

私たち教師も音楽作りの楽しさや達成感を味わうこと

ができました。まさに、学び合い、高め合ってときめい

た時間となりました。 

 

 

 


